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（
１
）
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て 

問 

７
月
７
日
、
国
連
会
議
に
お
い
て
122
カ
国
の
賛
成
で
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
同
条
約
は
第
一
条
で
「
禁
止
事
項
」

と
し
て
、
核
兵
器
の
「
開
発
、
実
験
、
生
産
、
製
造
」
及
び
「
保

有
、
貯
蔵
」
、「
使
用
」
、「
使
用
の
威
嚇
」
を
あ
げ
、
条
約
締
約
国

に
対
し
「
自
国
の
領
域
ま
た
は
自
国
の
管
轄
も
し
く
は
管
理
の
下

に
あ
る
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
核
兵
器
ま
た
は
核
爆
発
装

置
を
配
置
し
、
設
置
し
、
ま
た
は
配
備
す
る
事
を
（
他
の
国
に
対

し
て
）
許
可
す
る
こ
と
」
を
禁
止
し
て
い
る
。 

 

同
条
約
は
９
月
20
日
か
ら
批
准
の
手
続
き
が
始
ま
り
、
50
カ

国
が
批
准
し
た
日
か
ら
90
日
後
に
発
効
す
る
。 

 

今
年
の
京
田
辺
市
平
和
の
つ
ど
い
に
寄
せ
ら
れ
た
田
上
長
崎

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
「
今
年
７
月
７
日
、
被
爆
者
や
志
を

同
じ
く
す
る
人
々
の
長
年
の
願
い
が
実
を
結
び
、
国
連
本
部
で
、

核
兵
器
を
違
法
と
す
る
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
記

さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
し
か
し
、
核
兵
器
を
持
つ
国
や
核
の
傘
の

下
に
い
る
国
々
は
こ
の
条
約
に
反
対
し
て
お
り
、
即
刻
核
兵
器
が

廃
絶
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
う
や
く
生
ま
れ
た
こ
の

条
約
を
活
か
し
、
『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』
の
実
現
に
向
け
て
前

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
事
は
何

か
を
考
え
、
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
」
と
訴
え
ら

れ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て 

①
核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
す
る

市
長
の
見
解
は
。 

②
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を

お
こ
な
っ
た
京
田
辺
市
と
し

て
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
す
る
よ
う
積
極

的
に
働
き
か
け
を
。 

③
「
被
爆
者
は
核
兵
器
廃
絶
を
心
か
ら
求
め
ま
す
」
と
２
０
１
６

年
４
月
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
２
０
２
０
年
ま
で
毎
年
の
国
連
総

会
に
提
出
す
る
と
し
て
い
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆

者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
＝
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
に
、
京
田
辺
市
長
も
賛
同
を
。 

市
長 

条
約
締
結
や
外
交
に
関
す
る
こ
と
は
国
が
責
任
を
も
っ

て
担
う
べ
き
で
、
私
個
人
の
見
解
は
控
え
た
い
。
本
市
は
被
爆
者

の
願
い
を
原
点
に
活
動
し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
に
参
加
し
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
」
に
向
け
、
市
民
の
平
和
意
識
を
高
め

る
た
め
の
取
り
組
み
、
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
。 

 

（
２
）
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
運
用
の
根
本
的
見
直
し
を 

問 

「
住
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
は
、
次
年
度
か
ら
中
止
を
。 

市
民
部
長 

国
は
公
平
、
公
正
な
課
税
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を

目
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
し
、
こ
れ
を
受
け
て
地
方
税

法
等
で
「
通
知
書
」
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
が
定
め
ら
れ
た
。

法
令
の
規
定
に
基
づ
き
記
載
し
て
通
知
し
て
い
く
。 

問 

京
田
辺
市
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
に
か
か
わ
っ
て 

①
「
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
提
供
条
例
」
に
も
と
づ
く
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
用
状
況
は
。
申
請
に
あ
た
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
不
記
載
の
場
合
の
対
応
は
。 

②
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
は
控
え
る
べ
き
。 

市
民
部
長 

市
独
自
の
障
害
者
福
祉
（
医
療
費
助
成
な
ど
）
に
か
か
わ
る
も
の
で
は

申
請
は
１
２
７
０
件
で
う
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
申
請
は
１
０
０
５
件
。
生
活
保
護

事
務
で
は
申
請
７
８
件
で
う
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
申
請
は
４
８
件
、
障
害
福
祉
事

務
で
は
申
請
４
４
７
４
件
で
う
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
申
請
は
２
３
６
０
件
、
障
害

児
童
福
祉
手
当
事
務
で
は
申
請
１
９
６
件
で
う
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は
３
３
件
、

健
康
診
断
、
予
防
接
種
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
戴
い
て
い
な
い
。
所
得
が
必
要
な
も

の
は
記
載
す
る
が
そ
れ
以
外
は
な
い
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
す
べ
て
の
国
民
に
適
切
な
利
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
必
要

な
事
務
で
は
申
請
時
に
記
載
す
る
が
、
窓
口
で
記
載
が
困
難
な
方
も
お
り
、
当
面
、

混
乱
を
避
け
る
た
め
記
載
が
な
く
て
も
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

副
市
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
だ
。
定
着
ま
で
一
定
か
か

る
と
思
っ
て
い
る
。
色
ん
な
課
題
も
出
て
く
る
し
、
経
過
的
な
措
置
も
あ
る
。
今
後
、

大
き
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う
立
場
に
た
つ
の
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
で
、
我
々
は
定
着
さ
せ
て
い
く
と
い
う
立
場
だ
。 

 

（
３
）
公
立
幼
稚
園
の
全
保
育
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
。 

教
育
部
長 

幼
保
連
携
を
含
め
た
市
全
体
の
施
設
整
備
計
画
に
あ
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
全
て
の
保
育
室
で
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
耐
久
性
も
あ
り
ど
の
施
設

を
残
し
て
い
く
の
か
、
対
策
を
考
え
て
い
る
。
時
期
は
明
確
に
出
来
な
い
。 

市
長 

子
育
て
ニ
ー
ズ
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
と
ら
え
て
ま
ず
保
育
士
不

足
を
や
る
。
全
体
を
見
直
し
て
今
回
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
順
次
や
っ
て
い
く
、
計
画
を

立
て
て
や
っ
て
い
く
が
財
源
の
事
も
あ
る
。
色
ん
な
課
題
も
あ
る
が
や
っ
て
い
く
。 

 

８
月
20
日
、
京
田
辺
市
の
２
０
１
７
年
度
避
難
所
運
営
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
そ
れ
ま
で
の
「
総
合
防
災
訓
練
」
か
ら
よ
り

各
地
域
に
密
着
し
て
避
難
所
運
営
を
体
験
す
る
今
の
形
式
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
同
日
に
初
め
て
複
数
個
所
、
２
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
箇
所
は
田
辺
高
校
体
育
館
が
会
場
で
対
象
地
域
は
河
原
区
、
新
田
辺
東

住
宅
自
治
会
、
も
う
一
箇
所
は
草
内
小
学
校
体
育
館
で
対
象
地
域
は
草
内
区
、

飯
岡
区
、
新
興
戸
自
治
会
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
約
200
人
、
計
400
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
対
象
地
域
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
の
自
治

会
役
員
や
自
主
防
災
会
役
員
も
見
学
に
来
ら
れ
た
他
、
奈
良
県
生
駒
市
や
八

幡
市
か
ら
も
地
域
住
民
の
方
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
８
時
半
に
地
震
発
生
の
想
定
で
９
時
半
に
避
難
所
開
設
、
午
後
３
時

ま
で
の
実
施
で
し
た
。
訓
練
で
は
避
難
所
運
営
協
議
会
を
開
い
て
、
避
難
所 

ル
ー
ル
の
確
認
や
役
割
ご
と
の
班
編
成
を
行
い
、
参
加

者
で
分
担
し
な
が
ら
各
種
の
防
災
備
品
、
防
災
グ
ッ
ズ 

の
搬
入
や
活
用

な
ど
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
佛
教
大

学
講
師
の
後
藤

さ
ん
に
よ
る
防

災
講
演
や
、
田

辺
中
央
病
院
の

方
に
よ
る
「
ト

リ

ア

ー

ジ

講

座
」
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。 

草内小避難所に張り出された避難所ルール 



 

日本共産党京田辺市議団は次の見解を発表しました。 
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９
月
議
会
で
保
育
所
待
機
児
の
解
消
等
を
求
め
る
請
願
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
同
請
願
は
、
待
機
児
を
抱
え

る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
６
月
議
会
に
約
１
千
人
分
の
署
名

を
沿
え
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
①
待
機
児
童
の
い
な
い
京
田

辺
市
を
、
②
待
機
児
が
生
じ
た
原
因
と
再
発
防
止
策
を
市
民
に

情
報
公
開
を
、
③
保
育
士
の
労
働
環
境
・
処
遇
の
改
善
を
、
の

３
点
を
求
め
て
い
ま
す
。
６
月
議
会
で
は
日
本
共
産
党
以
外
の

会
派
か
ら
「
も
う
少
し
様
子
を
見
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
て

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
市
当
局
も
正
職
員
の
保
育
士
採
用
で
保
育
士
を
確
保

し
、
数
十
人
の
待
機
児
を
解
消
し
た
も
の
の
、
今
年
度
新
た
に
生

じ
た
待
機
児
も
お
り
９
月
時
点
で
も
約
95
人
の
待
機
児
が
い
る

こ
と
か
ら
、
議
会
審
議
で
も
い
っ
そ
う
取
り
組
み
を
強
め
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

採
択
さ
れ
た
事
に
よ
り
今
後
、

市
議
会
と
し
て
市
長
に
待
機
児
解

消
策
の
具
体
化
と
取
り
組
み
の
報

告
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

市
南
部
地
域
に
２
０
１
９
年
４
月
開
設
を
メ
ド
に
新
た
に
２
ヶ

所
で
計
270
人
規
模
の
保
育
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
そ
の
用
地

確
保
な
ど
で
約
４
億
２
千
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
民
間
保
育
施
設
の
誘
致
で
、
一
ヶ
所
は
、
Ｊ
Ｒ
三
山

木
駅
少
し
南
側
に
、
定
員
約
70
人
の
認
可
保
育
園
を
整
備
し
ま
す
。

も
う
一
ヶ
所
は
、
同
志
社
山
手
４
丁
目
地
域
に
、
定
員
約
２
０
０

人
の
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備
し
ま
す
。 

 

臨
時
職
員
の
保
育
士
の
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め
約
260
万
円
の
予

算
も
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
臨
時
職
員
の
保
育
士
の
基
本
賃

金
は
月
額
１
７
２
２
０
０
円
で
す
が
、
こ
れ
に
勤
務
継
続
年
数
×

千
円
を
加
算
す
る
も
の
で
す
。
仮
に
５
年
間
、
臨
時
職
員
の
保
育

士
と
し
て
勤
務
す
れ
ば
基
本
賃
金
は
月
額
１
７
７
２
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
（
上
限
は
十
年
間
分
） 

 

10
月
に
は
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
保
育
施
設
整
備
の
た
め

の
用
地
取
得
議
案
が
可
決
す
る
と
と
も
に
、
18
年
４
月
よ
り

三
山
木
保
育
所
の
定
員
を
約
70
人
、
増
や
す
た
め
に
施
設
を

一
部
改
修
す
る
た
め
の
補
正
予
算
も
可
決
し
ま
し
た
。 

   

京
田
辺
市
で
は
今
年
初
め
て
年
度
当
初
時
点
で

140
人
の

保
育
所
待
機
児
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
直
ち
に

待
機
児
解
消
な
ど
子
育
て
支
援
の
緊
急
対
策
を
求
め
る
署
名

に
取
り
組
み
、
多
く
の
市
民
の
協
力
を
得
て
１
８
５
６
人
分

を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
請
願
提
出
な
ど
の
運
動
が
、
議
会
と
市
政
を
動
か
し
保
育

施
設
整
備
な
ど
の
具
体
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
日
本
共
産

党
議
員
団
は
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
保
育
の
質
を
低

下
さ
せ
ず
に
豊
か
で
安
心

で
き
る
保
育
の
実
現
め
ざ

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 ９月議会で日本共産党が提案した「核兵器禁止条約

の日本政府の署名と批准を求める意見書」が賛成多数

で可決しました。122 カ国の賛成で採択された「核兵

器禁止条約」は、50 カ国が署名し発効へ動き出してい

ます。意見書では京田辺市も参加する「平和首長会議」

が特別決議で日本政府の批准を求めている事や、京田

辺市に寄せられた長崎市長のメッセージで同条約を高

く評価していることを紹介し、日本政府に早急に署名

と批准を行うよう求めています。 

日

本

共

産

党

一

新

会

み
ら
い
京
田
辺

公

明

党

次

田

典

子

南

部

登

志

子

結
果

現教育委員の再任命について ● ○ ○ ○ ○○
可
決

新教育委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○○
可
決

高規格救急車の購入について ○ ○ ○ ○ ○○
可
決

１７年度京田辺市一般会計
補正予算

○ ○ ○ ○ ○○
可
決

保育施設整備のための用地取得に
ついて（10月臨時議会）

○ ○ ○ ○ ○○
可
決

京田辺市役所及び京田辺議会での
子育て支援に関する請願

○ ● ● ● ○○
不
採
択

保育所待機児の解消などを
求める請願

○ ○ ○ ○ ○○
採
択

核兵器禁止条約の日本政府の
署名と批准を求める意見書

○ ● ○ ● ○○
可
決

森友学園・加計学園に関する
疑惑の真相解明を求める意見書

○ ● ○ ● ○○
可
決

※○＝賛成,●＝反対。

９月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度


